
ＮＰＯ法人玉川まちづくりハウス　２００７年度活動報告

世田谷区内のNPOとのネットワーク
■世田谷区 NPO 調査と NPO フェスタ

　ハウスは世田谷 NPO 法人協議会と協力し区内の NPO 評価事業に取り

組んでいます。NPO の活動は本当に多岐にわたり、一つの物差しで評

価をするのは非常に困難。その中で NPO の評価とは何か？を考えた結

果が NPO フェスタです。

　NPO が継続的な運営をしていくためには、活動をわかってもらう、

支援者を得るというのは非常に重要です。三軒茶屋キャロットタワー

で 22 団体の NPO が自分たちの活動をアピールしました。アートフリ

マと同時開催でのべ 1000 人以上が来場しました。この中から世田谷
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地域の資産を地域の暮らしに活かす事業 (アセットマネジメント )
■みどりのコモンズ

　NPO 法人玉川まちづくりハウス（以下ハウス）の活動している地域

は世田谷区の中でも良好な住宅地です。しかし土地売買と建物建設の

たびに貴重な緑は失われていく現実があります。世田谷区の緑被率は

住宅地のみどりに負うところが大きく、この事態を何とかすることは

大きな意味があると考えます。宅地のみどりを共有財産＝コモンズと

考え、“みどりを次代に継ぐ”仕組みをつくろうというのが「みどり

のコモンズ」です。

　その第一歩として玉川田園調布バス停前の建物建て替えの際に、庭

のケヤキを残せないかと、住民、オーナー、建築家で話し合いの場を

持ち、ケヤキは建て替え後も同敷地内に残されることになりました。

　このケヤキの移植費用 100 万円を集めることをとりあえずの目標と

し、今後の活動資金のことも含め基金の仕組み

を考えていくつもりです。主旨に賛同するたく

さんの方にご寄付いただきました。活動をお知

らせするニュースレターも 2 号発行しました。
建物のお別れパーティー

■ NPO リンクの冊子「おとこの台所のつくり方」製作

　世田谷で福祉によるまちづくりをテーマに活動

している NPO リンク（せたがや福祉サポートセン

ター）からの委託を受け、団塊世代の男性が定年

後に活躍している男性のための料理教室の冊子の

編集を引き受けました。

2007年度トピックス
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ハウス企画ネットワーク

9 月 30 日現在

ご寄付　　277,880

11 月 30 日現在

ご寄付　　653,880

NPO連携事業

で活動する任意団体、町会、自治会、福祉法人も

含めた「まちの力」を全体的にみてみたいと、内

閣官房「全国都市再生モデル調査」費用を獲得し、

2007年 10月～2008年 3月に全区調査を行います。

収入

704,000



地域協働事業

お手伝い事業

①玉川田園調布住環境協議会

②楽多の会

③クラシック音楽を楽しむ会

④安全・安心まちづくり

⑤ねこじゃらし公園

ネットワーク事業

①地域通貨運営委員会

②おしゃべりハウス

③バザー

調査事業

① CAM（コミュニティ・アセット・

　マネジメント）

情報発信事業

①ハウスニュース

②冊子販売

③ホームページ

NPO 連携事業

①世田谷区住まいまちづくり相談

②世田谷 NPO 法人協議会

お手伝い事業

②地域の福祉を考える楽多の会・・・事務局担当

　地域の福祉を考える楽多の会は地域内にデイ・ホームが建設される

過程で生まれました。現在はデイ・ホームを拠点にサロンミニデイ活

動をしています。ハウスは楽多の会の事務局としてらくだニュースの

発行などを担っています。

　写真は「らくだツアー」というお楽しみのお出かけ会で、近所の都

立園芸高校のすばらしいお庭を見学に行ったときのものです。

地域協働事業　世田谷区玉川地域を対象に活動しています

それぞれの活動が発足するときの支援活動を行いました。その活動を担う人材が
別に現れて活動資金も別に調達し独立していくことが、ハウスの活動の特徴です。
今は事務局作業の一部を支援しています。

①玉川田園調布住環境協議会・・・事務局担当
　2000 年に施行された玉川田園調布一・二丁目地区計画は、地域の住

環境を守るために大きな役割を果たしています。地区計画の条文にな

らなかった地域の要望は地区協定として独自に運用されています。
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　地域のみどりがどうなっているかなど

を見守るための「まち歩き」を実施し、

地域内の建築工事を協議会にあらかじめ

届け出てもらったり、また業者からの問

い合わせに対応する事務局をハウスが

行っています。

　今年は建物解体の際に出るアスベスト

のことが地域で問題となり、話し合いが

もたれました。

　そのような問題を機に、住みよいまち

への関心が高まり、多くの方が住環境協

議会の活動に関心を持っていただけたら

よいと思っています。

⑤ねこじゃらし公園・・・活動参加
　全国でも初の取り組みの一つとし

て有名な住民によるワークショップ

でできたねこじゃらし公園は 2007

年で 14 年目を迎えました。

　今も続く「グループねこじゃらし」

の管理は住民参加の重要な成果です。

　都会の中の貴重な土や原っぱ、子

どもたちが遊んだあとが残っている

ときもあります。

③クラシック音楽を楽しむ会・・・ハウスとの情報交換
　ハウスの「おしゃべりハウス」の企画から生まれたこ

の会は、今や独自の運営により毎回熱烈なファンの方で

大盛況。今年は会場となっている個人のお宅を飛び出

し、地域の宮本三郎記念美術館とコラボレートという形

で、オペラを楽しむ会としても花開きました。この地域

の方々の参加でこの美術館に設けられた交流スペースが

活用できたこともうれしいことです。

　「クラシック音楽を楽しむ会」は 1998 年から足かけ 9

年、今年ついに 100 回 !! を記念しました。

④安全・安心まちづくり (防犯パトロール）
　玉川田園調布会防犯パトロールは町

会の組織ですが、立ち上げのときに協

力しました。発足当時の 2004 年はじめ

には 27 名が参加、2007 年 12 月現在登

録している方は 74 名になります。

　自分の自由な時間に見回り、簡単な

記録を提出して表やグラフに纏めると

いうユニークなパトロールの方法が注

目を浴び、今年 NHK の「ご近所の底力」

という番組で取り上げられました。

　この地域の路上のひったくりや空き

巣被害などは激減し成果が上がったと

喜んでいますが、残念なことにここ最

近数件の空き巣被害がありました。ま

だまだ気を引き締めて警戒に当たりた

いと思います。
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おしゃべり
ハウスno.14

千野塾
第1回

★NPOフェスタ

千野塾
第2回

★ハウス総会
　＆パーティー

2007
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おしゃべり
ハウスno.15

千野塾
第3回

★官民協働
　まちづくり研修

■視察：用賀 3丁目

★お茶会

おしゃべり
ハウスno.16

★大和市WS

①地域通貨運営委員会

　小規模多機能住宅「コミュニティ

ホーム樂」が地域にできたのを記念

しお茶会をしました。

　地域通貨運営委員会は地域の結び

つきを深める道具として玉川田園調

布で使える地域通貨 DEN を発行して

きました。新たな試みとして、今年

は地域の人材を発掘し、地域の文化

を育てようという主旨のもと、玉川

田園調布在住の江戸文化研究家千野

一彦氏を講師に、3 回の座学と 3 回

のまち歩きをしました。写真は大山

参りの参道。

第 14 回おしゃべりハウス（2006.10.7）　お話：松村秀一さん

　タイトルは「居住環境における“利用”

の構想力について」で、オフィスビルをマ

ンションに転用する、住宅を店舗に転用す

るなど世界のコンバージョンの事例を、ス

ライドを使ってわかりやすくお話ししてく

ださいました。

第 15 回おしゃべりハウス（2007.1.21）お話：有元葉子さん

　タイトルは「ケヤキを残したい」。玉川田

園調布バス停脇でキッチンスタジオを開いて

いた料理研究家有元葉子さんが、建物の建て

替えの際伐られることになっていたケヤキを

残したいと交渉し、ケヤキが残されることに

なったいきさつをお話くださいました。

ネットワーク事業

②おしゃべりハウス

2007年度年間スケジュール

印西市市民参加条例WS

他の団体とネットワークすることで広がりを持ったり、こちらが企画して人と人との
結びつきを深めようという事業です

第 18 回おしゃべりハウス（2007.5.30）

お話：堀部安嗣さん

　「ケヤキを残したい②」と題し有元葉子さん

のキッチンスタジオをお借りし、新しい建物の

建築家である堀部さんに計画をお話しいただき

ました。これを機に「みどりのコモンズ」を立

ち上げることに。
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＊そのほか運営委員会、ニュースレターの発行、世田谷区の住宅相談などを毎月行っています。
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★住環境協議会総会

千野塾
まち歩き
第1回

★バザー
千野塾
まち歩き
第2回

おしゃべり
ハウスno.18

おしゃべり
ハウスno.19

7 8 9

千野塾
まち歩き
第3回

★旧デポー
　お別れ会

まちの力ネットワーク
おしゃべり
ハウスno.20

■視察：SAHS ★H&C財団交流会NPOリンク冊子編集

★官民協働
　まちづくり研修

みどりのコモンズ

町田市新庁舎建設WS

第 16 回おしゃべりハウス（2007.3.4）お話：堀内正弘さん

　タイトルは「グリーンマップについて」。奥沢で活動している「土とみどり

を守る会」代表の堀内さんに、奥沢が地域風景資産に選定されたいきさつと会

でつくっているグリーンマップについてお話ししていただきました。

第 17 回おしゃべりハウス（2007.4.22）お話：森章さん

　タイトルは「相続を上手に乗り切るためのポイント」。相続の時に土地が細

分化され更地で売買されることが、地域のみどりを守る上で一番の問題になり

ます。自由が丘で税理士事務所を開いている森さんに、急な相続が起きてもあ

わてないポイントをお聞きしました。

第 19 回おしゃべりハウス（2007.6.29）お話：

志賀逸夫さん

　「脳を視る」というタイトルで慶応義塾大学

医学部で脳を専門としていた志賀さんに、脳の

画像診断の変遷、脳卒中の症状などを、実際の

画像も交えてわかりやすく解説していただき

ました。

③バザー

　毎年 5月恒例のバザー。

　いつもたくさんの方にお手伝いい

ただいています。楽しみに来てくだ

さるお客さんも増えています。

第 20 回おしゃべりハウス（2007.8.3）お話：志賀逸夫さん

　前回に続き志賀さんに、祖父で赤痢菌の発見者、志賀潔さんの思

い出をお話しいただきました。19 回と 20 回のデイ・ホーム玉川田園

調布 1階を借りて行いました。

　今年は初の試みとして、近所の画廊ガレリア・アビターレをお

借りしてバザー第 2 会場とし、近隣にお住まいの方の手仕事を紹

介する「てしごとサークル展」を開催しました。

　てしごとサークル展にはカリグラフィの会と木彫の会、楽多の

会のはがき絵の方が出展してくださり、たくさんの方が足を運ん

でくださいました。

　展示の仕方などまだまだ課題

は多く残りましたが、これから

もバザーにあわせて楽しい企画

をたくさん考えていきたいと思

います。ご協力ありがとうござ

いました。

おしゃべり
ハウスno.17
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収入金額　　250,251 円

パソコンとプリンターを購入

今年度は玉川まちづくりハウスニュースの記事と連動して、テーマを不動産と
居住環境にしぼってたくさんの方にお話ししていただきました



調査事業
地域の資産を地域の暮らしに活かす事業　CAM（コミュニティ・アセット・マネジメント）

　昨年度、ハウジング＆コミュニティ財団住ま

いとコミュニティづくり活動助成を受け、地域

の住環境を維持するための地域のニーズを調査

するアンケートを玉川田園調布全戸に対して行

いました。地域内で住み替えたいという希望が

かなりあることがわかり、事業の方向性が見え

てきました。この結果を活かし具体的情報発信

に取り組みたいと思います。

　今年度は分析結果を財団の交流会で発表しま

した。

情報発信事業
①ハウスニュース
　今年度 5 月号から、月のはじめに発行していたニュースを、前月末

発行に変更しました。イベント終了後にニュースが届くという事態に

対処するためです。ニュースで取り上げる内容は、月一度の事務局会

議で決めており、ハウスの活動紹介のほか、特集に関連した記事を掲

載しています。今年度はおしゃべりハウスの様子、そのおしゃべりハ

ウスでのお話から発展したみどりのコモンズの記事を多く取り上げま

した。「住まいと暮らしのコーナー」では、大家さんへのインタビュー、

玉川田園調布内のハガキアンケート、暮らしのお役立ち情報編では、

スイーツ特集、子育て支援特集など、今までよりも身近で楽しい記事

を心がけました。

②冊子販売
　今年度新しい冊子の発行はありませんでした。「み

んなでホイっ！パート 2」の発行から 5 年が経過し

ているため、今年度の活動報告をもとに遡って作成

することを来年度予定しています。

　「ねこじゃらし公園の 10 年」「地区計画とまちづ

くり協定のつくり方」の 2 冊のブックレット、2006

年度に発行したマンガ本「玉川まちづくりハウスな

日々」も好評発売中。

③ホームページ
　デザイン・内容ともに一新しました。活動内容やイベント開催をトッ

プページでお知らせしています。ブログ形式を取り入れていますので、

気になる記事には、ぜひコメントを書き込んでください。

NPO連携事業　トピックス以外
①世田谷区住まいまちづくり相談
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地域内の買い換えニーズ

　世田谷区の相談事業に、まちづくりに関わる他の NPO 法人と協力してあたっています。

　耐震偽装問題以降、住まいに関する心配、近隣の工事にあたっての不安などは増大しています。以前大規

模マンションの風害に関する相談に来られた方が「自宅の被害では出遅れて手が打てなかったが、近隣の空

地のために…」と自らまちづくり協議会を立ち上げられた例もあり、NPO が相談にあたることの意義が見え

てきました。
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考えたことがある

と答えた人の内訳

今年度収入

231,900

専門性提供事業　今まで蓄積したまちづくりのノウハウを活かし、主に
玉川田園調布以外でまちづくりのお手伝いをしています

専門性提供事業

①大和市協働事業・市民自治区

②町田市新庁舎建設ワークショップ

③印西市公園ワークショップ

④全国建設研修センター

①「自治と協働のまちづくり」大和市
　ハウスでは 2001 年から「大和市新しい公共を創造する市民活動推

進条例」の策定と運営「市民自治区準備型ワークショップ」等のプロ

ジェクトのお手伝いをしてきました。専門委員として運営に関わった

り、ワークショップのファシリテーターとして必要な専門性を提供さ

せていただきました。ハウスにとって大和市は、新しい経験を積み重

ねていく道場のような場所だったように思います。大和市とハウスの

間には、長いつながりがあります。ねこじゃらし公園のワークショッ

プにいち早く学んで公園づくりに取り入れたのも大和市の「なかよし

公園」でした。行政と市民との協働のあり方、市民自治区の可能性等

いつも時代の最先端のテーマを現場で考える貴重な経験をさせていた

だきました。

　残念ながら先の選挙で市長さ

んが替わり、大きな政策転換が

行われつつあり、これらの政策

も見直しとなっているようです

が、引き続き市民の方とは情報

交換を続けていきたいと考えて

います。

②「町田市新庁舎建設基本計画市民ワークショップ」町田市
　町田市では新庁舎の基本設計を進めるにあたって、市民参加による

ワークショップが実施されることとなり、そのワークショップの企画

と運営についてハウスに相談がありお手伝いすることとなりました。

新庁舎を建設するにあたり数年前から市民アンケートや庁舎問題検討

委員会等による検討を重ねて公募市民が「新庁舎建設基本計画」をま

とめ上げ、この基本構想・基本計画に沿って設計案を求めるプロボー

ザル方式による設計者の選定が行われました。2006 年１月に槇文彦氏

が設計者として選ばれ、基本設計がスタートしました。

　新庁舎建設基本設計市民ワークショップは、公募市民と、これまで

に新庁舎の検討に参加した経験のある旧市民委員、庁舎建設用地の近

隣にお住まいの方等約 60 名の方の参加により、2007 年 3 月から 8 月

まで 6回開催されました。

　槇氏の基本計画に基づく検討とはいえ、総工費 166 億円規模の建物

のワークショップを運営することははじめての経験でした。これほど

大きな規模の公共施設も市民参加により検討されることが当たり前の

時代になることなど、活動をはじめた頃、ねこじゃらし公園のワーク

ショップに取り組んでいたときには考えもしなかったことです。市民

参加の場面では参加者の集め

方など、もっといろいろな試

みが蓄積されていくことが必

要であることを痛感させられ

たプロジェクトでした。
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③「印西市の市民参加条例をつくる会ワークショップ」　印西市
　印西市市民参加条例の市民案は、市民会議 14 回、条例をつくる会 12 回、計 26 回、実に 3 年の討議を重ね

て作成されました。

　当初の段階からハウスの林が関わってきましたが、本格的にハウスとしてこのワークショップをお手伝い

することになったのは、2006 年９月から 2007 年３月までの９回の「印西市の市民参加条例をつくる会」のワー

クショップです。

　最近では、多くの自治体で市民参加条例や自治基本条例等の条例を公募市民のワークショップによってつ

くる取り組みが多くなってきました。

　ハウスでは、2001 年より「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」（2002 年 7 月 1 日施行）に関わっ

た経験がこうしたプロジェクトにつながっているのだと思います。

④「官民協働のまちづくりを学ぶ」　（財）全国建設研修センター
　全国建設研修センターとの協働事業として実施している官民協働のまちづくり研修も今回で４回目となり

ました。

　第 1 日目は官民協働の先進事例として「大和市が目指した協働の世界」と題して大和市の協働のまちづく

りの検証をテーマにしました。

　2 日目は、ハウスとも縁の深い三鷹市のまちづくりをテーマに「三鷹市の参加と協働のまちづくりに学ぶ」

という内容でした。今回は講師として三鷹市長の清原慶子さんの内容豊かなお話が参加者に好評でした。

　3 日目は、玉川田園調布１丁目にある東京都水道局の研修センターをお借りして地域が主体のまちづくり

の事例を深く知ることを目的に「公園づくりから始まった協働のまちづくり」と題し、ハウスのまちづくり

を紹介し討議しました。

　この協働事業はハウスのまちづくりの取り組みを発信することができる機会として大切にしていきたいと

考えています。

　全国の市民の市民参加に対する意識の変化を肌で感じなが

ら我が地域のまちづくりを考えることは、ハウスのスタッフ

として貴重な経験になっていると思います。行政との協働や

参加の拡大が大変なスピードで進んでいることをこうしたプ

ロジェクトの報告を通して会員のみなさんにもお伝えしてい

きたいと思います。
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